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◆ 参院選政策　憲法を守る”たしかな党”は?　
◇　自民党重点施策(07/06/13)
＜２００７＞　「美しい国をめざして」一　美しい国の礎を築く
（一）　新憲法の制定に向けて
　わが党は、次期国会から衆参両院に設置される「憲法審査会」の議論を主導しつつ、平成22年の国会において憲法改正案の発議を目指し、国民投票による承認を得るべく、新憲法制定推進に向けた国民運動を展開します。
◇　公明党の参院選向け政策綱領「マニフェスト２００７」(07/06/14)
　次期国会で衆参両院に設置される憲法審査会での議論を深め、国民的な議論を喚起するとともに、審査会での議論（３年間）を踏まえ、３年後を目途に、現行憲法に新たな理念を加える「加憲案」をまとめることをめざします。
◇　民主党の政策　１０本柱　(07/06/13)
10.主体的な外交を実現する。
・わが国外交の基盤として、相互信頼に基づいた、強固で対等な日米関係を構築します。
・自衛隊のイラク派遣を直ちに終了します。
・国連を中心に平和を構築するため、国連の活動に積極的に参加すると共に、国連改革を主導します。
・中国、韓国はじめ、アジア諸国との信頼関係構築に全力をあげます。
◇　日本共産党(07/06/15)
──2007年参議院選挙にのぞむ日本共産党宣言（12の重点政策）―
【５】日本を海外で戦争する国につくりかえる憲法改悪に反対します
──日本共産党は、「世界の宝」ともいうべき憲法9条を守るため、思想信条、党派の違いを超えた共同を発展させるために奮闘します。
──「集団的自衛権は憲法上行使できない」としてきたこれまでの政府の憲法解釈を変える動きに反対します。
──自公政権による侵略戦争美化を許さず、首相の靖国神社への参拝や真榊奉納などは、今後、きっぱり中止することを要求します。
──政府・与党が、「従軍慰安婦」問題でおわびを表明した河野官房長官談話（93年）や、日本の植民地支配と侵略への反省を明らかにした終戦50周年の村山首相談話（95年）を厳格にひきつぎ、その立場で行動することを求めます。
──防衛省・自衛隊による憲法違反の情報収集や国民監視活動の全容を明らかにし、ただちに中止することを求めます。
──日本共産党は、基本的人権や民主主義、男女平等など現行憲法のすべての条項を守るため、全力をあげてたたかいぬきます。
◇　社会民主党　参議院選挙政策２００７(２００６年１１月２９日)
　社民党は、平和と民主主義、不十分とはいえ先輩が築き上げてきた福祉を全面的に解体し尽くしてしまおうとする「戦後否定内閣」・「改憲内閣」と真っ向から対決し安倍政権の危険性を徹底追及していきます。
　社民党は、憲法は一切手を触れることのできない「不磨の大典」だとしているわけではなく、現在の改憲勢力が目指している具体的な「改憲」の方向、「改憲」によって実現される中身に対して強く反対しているのです。
国民主権、基本的人権の尊重、平和主義という日本国憲法の基本精神を換骨奪胎し、根底から覆すこのような憲法の「改悪」は、憲法自身が許す改正の限界を超えるおそれが強く、断じて認めるわけにはいかないものです。
◆ 憲法に関する世論調査 

　　　　　　(憲法改正について)　　　　　(９条改正について)　
　　　　　　　　 必要　　必要なし　　　　　　賛成　　反対　　　　
　　朝日　　　　 ５８％  ２７％　　　　　　　３３％　４９％　
  　 毎日　　　　 ５１       １９　　　　　　　　５９　　２８
　  読売　　　　 ４６       ３９　　　　　　　　３８　　 ５４
     ＮＨＫ    　　 ４７      ２０　　　　　　　　２５        ４４
　  北日本　　　 ４８       ２７　　　　　　　　３５        ３８　
     南日本　　　 ５４       ２５　　　　　　　　３５        ４４
     沖縄タイムス ４３       ４６　　　　　　　　２４        ５６
　短信･ホットライン　
■  新たな運動の高まりの上に全国交流集会(１１.２４)の成功を

   「九条の会」《アピール》

　安倍内閣の発足いらい、日本国憲法、とりわけその９条を変えようとする動きは、いちだんと激しさを増しています。それは、安倍首相が２期６年の自分の任期内に改憲を実現する決意を表明したことにあわせ、自民党内では2011年秋にも国民投票を実施するとの改憲に向けたタイムテーブルがつくられていることにもあらわれています。

　この動きが、アメリカの行う戦争に日本を巻き込むものであることは、ますます明らかとなっています。安倍首相はそのため、憲法の改定以前にも集団的自衛権の行使にさらに踏み込むための憲法解釈の変更を企てています。

　しかし、こうした動きに対する国民の不安、憤りも急速に広がりつつあります。それは各種世論調査において、共通して、９条の改定に反対する世論が、９条を改定すべきとする世論を上回り、その差が年々拡大していることにもあらわれています。改憲をめざす勢力は、この国民世論や、そうした世論をつくりだすことに力を発揮している「九条の会」を敵視し、これを切り崩すための大キャンペーンを展開しようとしています。

　私たちは、憲法９条を守るという国民世論を広げる運動がさらに大きく発展することを願っています。そのため、すでに今秋11月24日（土）には第２回全国交流集会を開くことを決めています。私たちは、この交流集会を成功させるため、全国の地域・職場・分野の「会」が、以下のような取り組みを強め、その豊かな経験を交流集会の場にもちよることをよびかけます。

　①「九条の会」アピールへの賛同をさらに圧倒的なものへと広げ、改憲の発議をも断念させるものとするため、地域、職場、分野の「会」を、文字どおり思想や信条等の違いを超え、さらに無数に結成しましょう。

　②９条擁護の世論を切りくずすためのさまざまなキャンペーンを跳ね返すために、地域や職場の草の根で、日本国憲法、とりわけその９条がもつ先駆的な価値についての学習を深め、これを生かすために何が必要かの議論をまきおこしましょう。

　③無数に生まれている世論や運動を広げているすぐれた経験に学び、それをお互いの運動に生かすため、地域レベル、都道府県レベルでも大いに交流しあい、それぞれの運動をさらに豊かなものにしていきましょう。<2007５月26日　九条の会>
■ 社保庁解体はゴミの一掃?　安倍・親方の責任こそ問題　
安倍晋三首相は１５日午後、年金記録漏れ問題で批判を受けている社会保険庁について、「長年にわたりあしき労働慣行がまかり通っているのは大きな問題だ」と、職員の勤務実態に問題があったとの認識を示した。その上で「ごみを一掃しなければいけない。小泉純一郎前首相は（さまざまな行政の）体制に鉄ついを下して打ち壊した。そういうかけらも含めて一掃していく決意だ」と述べ、社保庁の解体や再発防止などに取り組む決意を強調した。（時事通信－１５日） 
安倍首相は、５０００万件にものぼる「宙に浮いた年金」の責任を社会保険庁の職員に押し付け、社会保険庁の解体を「実績」にして参院選での「消えた年金」の逆風を乗り切ろうとしている。一国の首相（＝行政の長≒親方）が、歴代自公政権の責任を棚にあげて、公務員を「ごみ」呼ばわりする感覚は醜い。問われるは「親方日の丸」の「親方」の責任であって、職員のみに転化するのは如何なものか。何せ、公務員は「憲法を擁護し、上司の命令に従う」ことを誓約し、採用されている。政府・与党には、問題の責任逃れをする意図に加えて、この機に労組を叩きの思惑も見え隠れする。かつての国鉄分割民営化の際に国労などの組合員が徹底して排除されたことを想起させる。労組の社会的役割は行政の不正腐敗や法律違反のチェック機能の発揮である。その労組が健全で組織率が高まってこそ、まともな行政が担保できる。それにしても、首相や閣僚のボーナスのカットは由として、一般の職員にまで自主的ボーナスの返上の名のもとに事実上のカットを強制するのは問題ありとしないか。安倍自公政権の責任のとり方の一つに、参院選で国民の側からノーの審判を下し、政権の座から降りて貰うのが最善の方策であろう。


■ 映画 「日本の青空」 全国各地で公開進む！　
日本国憲法誕生の真相を描いた映画「日本の青空」（監督・大澤豊）の有料試写会が全国各地で大好評です。NHK教育テレビは5月6日、「焼け跡から生まれた憲法草案」を再放送し、連合国軍総司令部（GHQ）が日本政府に手渡した憲法草案の基礎となったのは、憲法学者・鈴木安蔵らの「憲法研究会」案だった、という歴史の事実を描いていました。映画「日本の青空」を見れば、安倍首相らが唱える「押し付け憲法」論の破綻は明白です。「日本の青空」の公開日程は、以下のサイトをご覧ください。

　映画「日本の青空」　http://www.cinema-indies.co.jp/aozora/index.html
■ 憲法グッズ・宣伝物紹介

＊憲法改悪反対共同センター　http://www.kyodo-center.jp/download/download.htm
＊平和のための宣伝物紹介サイト　http://www.kikanshi.co.jp/peacegoods/
＊関西共同印刷　http://www.kansai-kyodo.jp/html/kenpogoods.html
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